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リープ メ
ータ （RHEONER 　RE −3305／山電） を用い て ，

破 断特性 を測定 した．測定条件は ，プ ラ ン ジ ャ
ー直

径 ：4．Ocm φ，圧縮速度 ：3．Ocm ／min ， 変形 率 ：80
％ ．測定温度は 10℃ とした．

　〔結果〕　本研究 で 検討 した調製方法で得 られた混合

ゲ ル は，い ずれ も連続相がゼ ラ チ ン で 分散相が カ ラ ギ

ー
ナ ン で あ る海島構造 を有 し て い た．カ ラ ギ

ー
ナ ン の

混合割 合が増加す る に 従 い 相分離状態は明瞭とな っ た．

また保持温度が低 くなる に従 い 相分離状態は明瞭 とな

っ た．破断応力，破断エ ネル ギ
ーは

， 保持温度が低 く

なる に従 い 低下 した こ と か ら，同
一
組成で あ っ て も二

相分散構造 に 依存 して 破断特性が変わ る こ とが 示さ れ

た．また破断応力，破断エ ネル ギ ーは 共に存在す る粒

子の 大 きさは ほ ぼ 同 じで も組成の 影響を受け，分散相

で ある カ ラ ギ
ー

ナ ン の 混合割合が増加す る に従い 低 ド

した．特に カ ラ ギーナ ン の 混合割合が 75％ の と き，

顕著に低下 した ．

　以上 の 結果か ら，二 相分散ゲ ル の破断は分散相 と連

続相 の 界面か ら始 まり，界面の接着特性が 「かた さ」

に大 きな影響を及 ぼ して い る こ とが示唆 された．

　〔成果 の 発表〕

　1）第 47 回 レ オ ロ ジー討 論会 （1999年 10 月，大阪〉

に て発表．

　2）日本農芸化学会 2000年度大会 （2000 年 4 月，

東京〉に て 発表．
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研究成果の 概要

　〔目的〕　従来，衣服圧 を自覚 しな い よ うな着衣状態

の 場合 に は，そ の 影響に 対す る 心理 的な評価 はで きな

か っ た．一
方，近年，刺激 に対す る 人体反応 の 生理 的

な評価法と して 自律神経活動や 中枢神経活動 の 測定が

用 い ら れ る よ うに な っ て きた ，そ こ で 本研究 で は
， 自

律神経活動 を評価す る とと もに 人体に快適 と感じる程

度 の 小 さい 衣服圧が 負荷 さ れた時 の 人体生 理 影響を評

価 しよ う と試 み た もの で あ る．

　〔方法〕　実験 は，温度 30℃，50％ R．H ．，気流 0．2

m ／s 以下 に 制御 され た 人 工 気候室 で ，健 康な成 人 女

子 6 名 を 対象に 行 っ た．実験中の 着衣状態は，同
一
形

状 （半袖半 ズ ボ ン ），同
一
素材 （ナ イ ロ ン 90％／ポ リ

ウ レ タ ン 10％ ）で ゆ る み の 異な る 運動服 2 種で 無圧

衣 と加圧衣と称する．運動は 仰臥位下肢運動と椅座位

下肢運動であ り，運動強度 は各運動条件に おける最大

の 酸素摂取量 を測定 し，そ の 50％を運動 強度 と して

15分間行 っ た．測定項 目は
， 衣服圧，代謝 量，心拍

数 ， 直腸温，平均皮膚温，皮膚血流量，局所発 汗量 及

び心電図測定で ある．今回は，心拍変動解析の結果 の

み 報告する．

　〔結果〕 今回加 圧 衣 と して 用 い た ス ーツ は 一
般に衣

服圧 の 衛生学許容値 と して い われ て い る 409f／eme 以

下 で あ り，全被験者の 着用感 も 「気持 ち 良い 」 の レ ベ

ル，即 ち今回 の ス
ー

ツ 着用 は 快適 な衣服圧 負荷条件 と

い える．心拍変動 の 周波数解析結果を被験者 3 名の平

均値と標準誤差に よ り比較する と仰臥位 と椅座位 とも

L／H は加圧衣着用時〉無圧衣着用 時 〉ヌ
ー

ドの 川頁に，

また H ／（L ＋ H ）は 加圧 衣着用 時 く 無圧 衣着用 時く ヌ

ー
ドの 順 に 大 で あ っ た．仰臥位で は ヌード，無圧衣 ，

加圧衣 間の す べ て に お い て有意差を示 し，椅座位で は

ヌ
ー ドと無圧 衣着用時 と の 間 で 有意差 が 認 め られた．

こ の 結 果か ら加圧衣着用 に より交感神経活動 レベ ル は

向上 し，副交感神経活動は低下 す る傾向が 示 さ れ た．

本実験 と同
一

の 衣服を着用 して指先皮膚血流量 と皮膚

温，代謝量を測定 した 実験結果 からも加圧衣着用 に よ

る 末梢部血流量 の 抑制，指先皮膚温の 低
．．
ド，代謝量の

増大 などの結果が得 られ て い る．こ れ ら の結果 は 心拍

変動と同様に交感神経活動 レ ベ ル の 向 ヒ，副交感神経

活動 の 低下 を示す もの であ り，衣服圧 に よる精神的な

緊張の 負荷，自律神経活動へ の影響が，生理指標 と同

様 に心拍変動の 測定か ら も推察 され る こ とが 明 らか と

な っ た ．
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